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目録番号

図書名称 該当頁

1 2022/3/16
NS2-添2-009-

13

耐震(計算
書)(Ⅵ-2-9-2-

12)

Ⅵ-2-9-2-12 電気配線貫通
部の耐震性についての計算
書

P.13
概略構造図について，貫通部のサポートなど耐
震計算で考慮している部材が明確になるよう適
正化すること。

2023/3/1 モデルにおいて考慮している部材が明確になるように，図4－1を修正しました。
NS2-添2-009-13改01「Ⅵ-2-9-2-12 電気配
線貫通部の耐震性についての計算書」P.13

2 2022/3/16
NS2-添2-009-

13

耐震(計算
書)(Ⅵ-2-9-2-

12)

Ⅵ-2-9-2-12 電気配線貫通
部の耐震性についての計算
書

P.13
地震応答解析モデルの図について，支持部の
ばねや節点を追加，修正するなどして，実際の
解析モデルを正確に表現したものにすること。

2023/3/1 節点及び支持条件が明確になるように，図4－1を修正しました。
NS2-添2-009-13改01「Ⅵ-2-9-2-12 電気配
線貫通部の耐震性についての計算書」P.13

3 2022/3/16
NS2-添2-009-

13

耐震(計算
書)(Ⅵ-2-9-2-

12)

Ⅵ-2-9-2-12 電気配線貫通
部の耐震性についての計算
書

P.23

応力解析モデルについて，電気配線貫通部先
端に単位荷重を負荷する方法を説明すること。
また，解析により求めた単位荷重に対する応力
から実際の応力を算出する方法を記載して説明
すること。

2023/3/1
単位荷重を負荷する方向及び応力の算出方法が明確になるように，記載を適正化しまし
た。

NS2-添2-009-13改01「Ⅵ-2-9-2-12 電気配
線貫通部の耐震性についての計算書」
P.23,26

4 2022/9/12
NS2-補-027-
10-45 改01

補足説明資料
サプレッションチェンバの耐
震評価における内部水質量
の考え方の変更等について

P.110
オーバル振動の影響について，配管貫通部の
評価への影響を説明すること。

2023/3/1
サプレッションチェンバのオーバル振動を考慮した耐震条件においても，配管貫通部が耐
震性を有することを確認しました。

NS2-補-027-10-46「原子炉格納容器配管貫
通部及び電気配線貫通部の耐震性について
の計算書に係る補足説明資料」
P.88～100

コメント移動

6 2023/3/1
NS2-補-027-

10-46
補足説明資料

原子炉格納容器配管貫通部
及び電気配線貫通部の耐震
性についての計算書に係る
補足説明資料

P.82

代表貫通部だけでなく，選定対象貫通部につい
ても，補強板取付部の評価を追加することにつ
いて検討し，追加しない場合は，代表性の説明
を充実させること。

2023/4/12
選定対象貫通部の補強板取付部については添付資料-2において評価を実施しており，
そのことが明確になるように，記載を追加しました。

NS2-補-027-10-46改01「原子炉格納容器配
管貫通部及び電気配線貫通部の耐震性につ
いての計算書に係る補足説明資料」P.23

7 2023/3/1
NS2-補-027-

10-46
補足説明資料

原子炉格納容器配管貫通部
及び電気配線貫通部の耐震
性についての計算書に係る
補足説明資料

P.100
はりモデルとの比較を行うなど，オーバル振動を
含めたことによる影響について考察を追加する
こと。

2023/4/12
３次元はりモデルと３次元シェルモデルの変位の比較結果を表4－1として追加し，考察を
記載しました。

NS2-補-027-10-46改01「原子炉格納容器配
管貫通部及び電気配線貫通部の耐震性につ
いての計算書に係る補足説明資料」P.97,98

8 2023/4/12
NS2-補-027-

10-46改01
補足説明資料

原子炉格納容器配管貫通部
及び電気配線貫通部の耐震
性についての計算書に係る
補足説明資料

P.97
配管貫通部におけるオーバル振動の評価方法
を説明すること。（パターンAに対して）

2023/5/17

配管貫通部に接続される配管について，パターンごとの耐震評価条件が分かるように表3
－4を追加しました。
また，配管貫通部の評価には，3.の配管評価で算出した配管反力及び３次元シェルモデ
ルから算出したサプレッションチェンバ胴の応力を用いていることを記載しました。

NS2-補-027-10-46改02「原子炉格納容器配
管貫通部及び電気配線貫通部の耐震性につ
いての計算書に係る補足説明資料」
P.92,96.98

9 2023/4/12
NS2-補-027-

10-46改01
補足説明資料

原子炉格納容器配管貫通部
及び電気配線貫通部の耐震
性についての計算書に係る
補足説明資料

P.97
許容荷重領域について，オーバル振動を考慮し
たものに変更しなくてよい理由を説明すること。

2023/5/17
サプレッションチェンバ胴部の応力についても３次元シェルモデルから算出した応力に見
直し，耐震評価を実施しました。

NS2-補-027-10-46改02「原子炉格納容器配
管貫通部及び電気配線貫通部の耐震性につ
いての計算書に係る補足説明資料」P.98 他

10 2023/4/12
NS2-補-027-

10-46改01
補足説明資料

原子炉格納容器配管貫通部
及び電気配線貫通部の耐震
性についての計算書に係る
補足説明資料

P.29
疲労累積係数の評価において，運転状態Ⅰ，Ⅱ
の累積係数の加算の要否について確認するこ
と。

2023/5/17

原子炉格納容器における運転状態Ⅰ及びⅡの繰返し荷重に対する解析については，設
計・建設規格PVB-3140「疲労解析不要の条件」を満足することを確認しているため，疲労
累積係数の評価において運転状態Ⅰ及びⅡの疲労累積係数の加算は不要です。（Ⅵ-
1-8-1「原子炉格納施設の設計条件に関する説明書」参照）
なお，運転状態Ⅰ及びⅡの疲労累積係数は0.001未満となるため，地震動による疲労累
積係数に加算した場合でも評価は成立します。

－

11 2023/4/12
NS2-補-027-

10-46改01
補足説明資料

原子炉格納容器配管貫通部
及び電気配線貫通部の耐震
性についての計算書に係る
補足説明資料

P.90
表2-1 S/C内部構造物の付加集中質量の取り
扱いを説明すること。

2023/5/17
【NS2-他-165「島根原子力発電所第２号機　指摘事項に対する回答整理表（耐震性につ
いての計算書：サプレッションチェンバ関係）」のNo.28にて回答】

－ コメント移動

12 2023/5/17
NS2-他-316改

02
その他

島根原子力発電所第２号機
指摘事項に対する回答整理
表（耐震性についての計算
書：配管貫通部他）

P.1
配管貫通部についても疲労解析不要の条件が
適用できるか，規格の解釈を含めて説明するこ
と。

2023/5/31
耐震評価における疲労解析対象について，設計・建設規格PVB-3140の各条項を満足す
ることを確認しているため，運転状態Ⅰ及びⅡの疲労累積係数の加算は不要です。以上
のことを明確にするため，記載を追加しました。

NS2-補-027-10-46改03「原子炉格納容器配
管貫通部及び電気配線貫通部の耐震性につ
いての計算書に係る補足説明資料」P.29,30

回答日 回答
資料等への
反映箇所

備考

2023年6月14日
NS2-他-316改04

島根原子力発電所第２号機　指摘事項に対する回答整理表（耐震性についての計算書：配管貫通部他）

Ｎｏ． 指摘日

資料の該当箇所

コメント内容

1



No. 図書番号 図書名称 該当頁 適正化内容 提出年月日 備考

73 NS2-補-027-10-46 改04
原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通
部の耐震性についての計算書に係る補足説明資
料

P.88,107 疲労累積係数が地震動のみによる疲労累積係数であることを明確にするため，注記を追加しました。 2023/6/14

74 NS2-補-027-10-46 改04
原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通
部の耐震性についての計算書に係る補足説明資
料

P.90,92 他の補足説明資料を引用する際の記載を適正化しました。 2023/6/14

75 NS2-補-027-10-46 改04
原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通
部の耐震性についての計算書に係る補足説明資
料

P.91 3.における評価範囲を明確にするため，記載を追加しました。 2023/6/14

76 NS2-補-027-10-46 改04
原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通
部の耐震性についての計算書に係る補足説明資
料

P.96 図3－2において，各配管パターンの凡例を図中に追加しました。 2023/6/14

77 NS2-補-027-10-46 改04
原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通
部の耐震性についての計算書に係る補足説明資
料

P.97
表3－5において，RHR-R-2の一次応力の算出応力が今回工認と同じ値となる理由を示すため，注記の記載を追加しまし
た。

2023/6/14

78 NS2-補-027-10-46 改04
原子炉格納容器配管貫通部及び電気配線貫通
部の耐震性についての計算書に係る補足説明資
料

P.107 X-213における縦弾性係数Eの説明に誤記があったため，P.31の記載と整合するように適正化しました。 2023/6/14

島根原子力発電所第２号機　工認記載適正化箇所（耐震性についての計算書：配管貫通部他）

NO.1～72については，NS2-他-316改03で整理済みのため省略。
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